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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ － － －

○

商店街（事務局
長）

来客数の動き ・商店街は週末を中心にインバウンド客などでにぎ
わっている。人通りが増えても売上へは直結していな
いが、以前より消費マインドは向上しているように感
じられる。その恩恵は、飲食や催事に表れている。

○
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・客は増えている。単価はほぼ横ばい。

○
コンビニ（商品
担当）

来客数の動き ・統合効果もあって、客が少しずつ増えてきている。

○
乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・全国及び県内の受注動向が前年を上回る状態が続い
ている。

○
都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・宿泊に関しては、観光客が若干増えている。レスト
ランも地元客が増えている。

○
タクシー運転手 来客数の動き ・４～６月は春のお遍路シーズンで、仕事が入ってい

る。前年よりかなり少ないが、冬場に比べると売上は
増加している。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・大型連休中は観光客や地元客でかなりの人出があっ
たようだ。消費者マインドは上昇していたが、やや落
ち着いた感がある。

□
商店街（代表
者）

競争相手の様子 ・大型ショッピングモールがオープンして１か月が経
過した。競合店のほとんどで売上が10％程減少してい
るが、一過性のものと受け止めている。

□

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・建築業や製造業は景気が良くなっているように思え
るが、仕入単価が上昇しているため利益は変わらな
い。サービス業は人手不足等もあって厳しい状況が続
いている。

□
一般小売店［生
花］（経営者）

お客様の様子 ・母の日商品を含め、インターネットの注文が多い。
来店客数は減少している。

□
百貨店 来客数の動き ・客数は前年並みで推移している。高額品が伸び悩

み、客単価はマイナスになっている。デイリーは上向
き傾向にある。

□
コンビニ（総
務）

来客数の動き ・前年を上回っているのは、天候に恵まれたことと自
助努力の成果だと捉えている。景気の良し悪しではな
い。

□
衣料品専門店
（経営者）

競争相手の様子 ・ゴールデンウィーク期間の売上は例年並みであった
が、大型ショッピングモール出店の影響でそれ以外の
営業日は低調であった。

□
衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・景気は変わらない。販売量や客単価、来客数いずれ
もあまり良くない。

□
衣料品専門店
（総務担当）

販売量の動き ・前年比約６％マイナスで推移している。長めのゴー
ルデンウィークを利用して旅行に出かけた人が多く、
来店数は大きく減少した。

□
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・モデルチェンジによる新型車効果や広告宣伝強化な
どの成果も出ている。しかし、来店客数が少ないな
ど、いまだ厳しい状況にある。

□
観光型旅館（経
営者）

単価の動き ・業界としては良い状態と言えるが、客数は横ばい状
態にある。単価がもう少し伸びてもいいのでは、と感
じる。

□
旅行代理店（営
業部長）

お客様の様子 ・海外旅行は依然弱含みだが、国内旅行とインバウン
ドは好調に推移している。

□
通信会社（社
員）

販売量の動き ・販売方法の見直しなどもあり、販売量は例年に比べ
てやや低調になっている。

□
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・大型連休後は停滞している。

□
通信会社（支店
長）

来客数の動き ・大きな変化はみられない。

□
ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・来客数が激減している。

□
競輪競馬（マ
ネージャー）

販売量の動き ・大きなレースがあって入場者数や売上は増加した
が、総体的には横ばい傾向にある。

□
設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・サービス業の設備投資が多くなってきている。

▲
一般小売店［書
籍］（営業担
当）

販売量の動き ・売上のうち外商部門が前年を下回り、足を引っ張っ
ている。

▲
スーパー（店
長）

販売量の動き ・アニサキスによる食中毒の報道や、青果の単価安な
ど、景気は不安定な状態が続いている。
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▲
スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・商品価格はメーカーの値上げ等で下げていないた
め、競合するドラッグストアやディスカウント店へ客
が流れ、来店客数の減少幅が大きくなっている。

▲
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・中古車の受注が前年より大きく減少している。

▲
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・３月まで好調だった新車販売が、今月は前年を大き
く下回っている。

▲

その他小売
［ショッピング
センター］（副
支配人）

来客数の動き ・競合店オープンの影響で、週末の来店客が減少して
いる。

▲

その他飲食
［ファースト
フード］（経営
者）

来客数の動き ・来店客数が減少している。

▲
通信会社（営業
部長）

販売量の動き ・新生活シーズンが過ぎ、需要は落ち着いている。

▲
通信会社（技術
部）

販売量の動き ・利益率の高いサービスの解約が多かった。

▲
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・店舗周辺の状況が変わった影響で、良くない。

×
一般小売店
［酒］（販売担
当）

お客様の様子 ・家庭向け販売がほとんど無い。酒税法改正で、安売
り店との販売価格差が縮むことを期待したい。

×
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・ここ３年ほど前年割れが続いている。地方のコンビ
ニ店は既に飽和状態にあり、立地条件が悪いと売上確
保できない。

×
タクシー運転手 お客様の様子 ・乗車率は悪く、距離も短くなっている。昼間は自家

用車や公共交通機関を利用する人が多く、夜間でも自
転車に乗る若者を多く見かける。

◎ － － －

○
繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・暑くなり、店頭販売が良くなっている。夏に向けて
順調に伸びていく。

○ 建設業（総務） 取引先の様子 ・以前よりも見積案件が増加してきている。

○

公認会計士 取引先の様子 ・各関与先の決算書や試算表に、インバウンド効果が
鮮明に現れている。県内の温泉地や市内のホテル、土
産売場等で前年を大きく上回っている。景気が良く
なっている印象を受ける。

□

農林水産業（職
員）

取引先の様子 ・年明けから続く低価格基調により卸売価格が前年を
やや下回っているが、悪化しているとまでは言えな
い。職員の採用活動では、高知県内に職を求める人は
前年より減少しており、都市圏での採用が活発にある
と予想する。

□
木材木製品製造
業

受注価格や販売
価格の動き

・前年と同水準の受注を維持している。一般消費者が
抱く住宅の買い時感は前年同様にある。

□
パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・インバウンドの影響から、少しずつ回復している。

□
鉄鋼業（総務部
長）

受注量や販売量
の動き

・先納期生産していた製品を多く出荷し、売上は増加
したものの、生産がほぼ横ばいのため、業況はあまり
変わらない。

□
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・大型の太陽光発電設備の受注が減少しており、景気
は悪くなってきている。

□
電気機械器具製
造業（経理）

受注量や販売量
の動き

・販売量が数パーセント程度微増しているのは、市場
や消費の拡大ではなく、流通在庫の小変動とみられ
る。

□

建設業（経営
者）

競争相手の様子 ・競争相手の決算は総じて好況で、福利厚生面で従業
員へ還元も行われているようだ。第１四半期までは繰
越業務など手持ち業務もあることから、順調な売上を
見込んでいる。

□
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・官民とも全く先が読めなくなった。

□

輸送業（営業） 競争相手の様子 ・宅配便等のＢｔｏＣに対して、ＢｔｏＢ物流の主要
をなす小口積合せ貨物から撤退する同業者が現れた。
長引く景気低迷による競合業者間の競争激化や人材難
の影響を受けたものと考えられる。労働規制が厳しさ
を増す中、人件費や労働環境改善費用を運賃に転嫁す
る方向に動いている。

□
金融業（副支店
長）

取引先の様子 ・取引先企業の足元の資金需要動向は、運転資金・設
備資金とも３か月前に比べて大きな変化はない。
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□
広告代理店（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・インバウンドで好調な得意先からの広告受注は多少
増えたが、全体としてはあまり変わらない。

▲ ＊ ＊ ＊

×
輸送業（支店
長）

それ以外 ・原油価格の高騰により、軽油価格が上昇している。

◎ － － －

○
人材派遣会社
（営業担当）

採用者数の動き ・事務センター・コールセンターの業務集約に伴い、
派遣人材の採用が増加している。

□

求人情報誌（営
業）

周辺企業の様子 ・県内の４月の求人倍率が過去最高の1.49倍となり、
景気が上向いているように見える。実情としては、慢
性的な人手不足が解消できていない企業が多く、景気
は横ばい。

□
職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・求人倍率が高い数値になっているが、採用条件はバ
ブル期には及ばない。

□
民間職業紹介機
関（所長）

雇用形態の様子 ・今年は新卒者を採用しない企業が２社あった。その
理由は、１社は先行き不透明なこと、もう１社は業績
が伸び悩んでいることだった。

□

学校就職担当 求人数の動き ・企業の採用意欲は高まっているように見受けられ
る。しかし実情は、採用の多くを占める中小企業で
は、有限の「新卒」をできるだけ多く確保するために
必死になっているだけだ。

▲
人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・求職者の登録が若干増えつつある一方、求人数が
減ってきている。景気に不安がある。

▲
職業安定所（職
員）

それ以外 ・４月の有効求人倍率が1.35倍で、３か月前より0.13
ポイント下降しているので、「やや悪くなっている」
と判断した。

× － － －
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